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【千葉県アレルギー疾患対策推進計画】
第１節
アレルギー疾患に関する知識の普及、アレルギー疾患の発症・
重症化予防
・アレルギー疾患を有する者やその家族の悩みや不安に対応

【千葉県アレルギー相談センター】
・食物アレルギーや花粉症、アトピー性皮膚炎などの電話相談
・毎週:月曜日・水曜日・金曜日(祝日、年末年始を除く)  
・相談時間:午前9時から12時まで 午後1時から5時まで
・専門医（予約制）・看護師が対応



千葉県アレルギー相談センターにおける主な相談内容（１）
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（令和７年４月～９月末現在）

詳細件数相談内容

・離乳食を進める中で蕁麻疹や嘔吐等の症状が出現し（単発又は受診済み）今後どのように離乳を進めていい
か不安である：10件
（うち就園に伴う園への報告について２件、母乳の影響について１）
・アレルギーにならないための離乳食の進め方について：２件

12離乳食に関する相談

食物アレルギー

・個別の検査項目をしてくれる医療機関の紹介（亜硫酸塩、魚介）
・食物負荷試験を受けられる：２件
・食物アレルギーを診察できる医療機関：２件

6医療機関を紹介して欲しい

ソラマメ、蕎麦、ピーナッツ、カシューナッツ（マンゴーとの交差）、10代の卵アレルギーについて、形成肉
の摂取における留意点について（乳アレルギー有）6具体的な食品に関する相談

・具体的な食生活に関する助言：２件
・診断に対する不安、除去品目が増えたこと、傾向負荷試験の方法に関すること、5受診後の不安

内３件は卵に関する相談、内２件は離乳期の相談5受診の目安について

体調不良がアレルギー症状ではないか3体調不良について

小学校への管理指導表の提出の必要性について、単発の症状が出た場合検査をした方が良いか、健康診断で陽
性が出た食品の摂取について3その他

食材の提供に関する配慮をどこまでいればいいのか、アレルゲン性の高い食材の摂取開始時期について3施設からの問合せ

経口免疫療法そのものについての質問2経口免疫療法について

妊婦の摂取した食材の胎児への影響1妊娠・授乳に関する相談



千葉県アレルギー相談センターにおける主な相談内容（２）
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（令和７年４月～９月末現在）

詳細件数相談内容

内服薬の中断したい、新薬の使用に関する不安、症状の改善が認められないことに対する不安3不安
アトピー性皮膚炎

受診のタイミングについて1受診の目安について

詳細件数相談内容

アレルギー検査の結果（症状有無含む）に対する今後の対応や生活について、IgE抗体について3検査結果について
検査に関すること

色素に関するアレルギー検査が可能な医療機関を知りたい。1医療機関の紹介

詳細件数相談内容

皮膚の痒みに対応してくれる医療機関を紹介して欲しい。2医療機関の紹介

皮疹 ステロイド軟膏の使用方法を教えて欲しい1ケアについて

現在受けている治療に対する不安1不安



千葉県アレルギー相談センターの周知について
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（令和７年４月～９月末現在）
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